






こ の 4月よ り ア メ リ カ交流委員に就任し （と
思ったら も う この委員会は改組されましたが）、夏
期海外研修の引率で、初めてこのサウスイース ト ・
ミ ズ ー リ 州立大学 （ Southeast  Missouri  Sate 
University） のあるアメ リ カ、 ミズーリ州、 ケープ
ジラー ドー （Cape Girardeau） を訪れました。 ミ シ
シッ ピ川沿いのこの町の由来は、 まだアメ リ カ南
部がフ ラ ンス領だった 18世紀、 この地の監督官
（？ ） だったフ ランス人Girardotにちなんで名づけ
られました。 ミズーリ とい う何やら南部の香り漂
う地域性と （実際は南部と中西部の境界線辺りだ
そうです）、 サウス ・イース ト とい う地方的な響き
のためか、 田舎の小さな大学を想像していま した
が、 これがなかなか立派で美しいキャ ンパスに少
なからず驚きました。 数あるアメ リ カの大学の中
でも間違いな く平均以上に位置する と思います。
日本で一番美しい大学がど こか、 といった調査結
果があるかど うか知り ませんが、 も し日本にあれ
ば一・二を争う こ とでし ょ う。 学生数 8000人強の
割には広いキャンパスと、 緑に囲まれ起伏に富ん
だ丘陵に立つ、 石造り の瀟洒な建物は歴史を感じ
させます （1873年設立）。 また、 アメ リ カの大学で
は良く見かける光景ですが、 木々 には リ スが走
り、 あた り を鳥が （そして夕方には蛍も） 飛び交
う様子は心休ま り ます。 そして町外れを流れるの
は、 ト ム・ソーヤーで有名なミシシッ ピ川です。 日
本の大学は、 ハー ド面では土地が限られているだ
けでなく、 「ぼろは着てても心は錦」 的精神論で建
物に金をかけず （逆に、 建物ばかり に金をかける
「ハコ もの大学」 への批判もあ り ますが）、 学生の
入学時の偏差値ばかりが強調されて、 入学してか
らの環境とサポー ト への配慮が少ない気がし ま
す。 （ソ フ ト面と しての教授陣･大学運営があま り
問題にされないこ とにも問題があ り ます。） ハー
ド面ばか り をいじ るのは姑息だといった通念があ
るのかも しれませんが、 「衣食足りて礼節を知る」
と まではいかな くても、 物心両面で 「ぜひこ こで
勉強したい」 と思わせる環境作りは、 その後の学
生の成長に と っ て大きな要因だと感じ ま し た。
（とはいえ、学校間の学籍異動が容易にならなけれ
ばこれによる メ リ ッ ト は十分生かされないかも し
れませんね。）
また何といっても、 生活面で気になるのは食事
の質です。 この大学のカフェテリ アは、 これまで
訪問したアメ リ カの大学の内でも （5―6校しか比
較できませんが） 上位に位置します。 これといっ
てずば抜けたものはあ り ませんが、 全般的に 「食
べられます」。 町には数軒の中国料理店とかな り
いける タイ料理と中近東料理の店があ り ますが、
日本食レス ト ランはあ り ません。 留学生の最大派





かも しれません。 そのせいで、 平日は学校にいて
週末はセン トルイス （車で2時間く らい） などに遊
びに出かけ る よ う です。 今回英語担当の Dr. 
McCannはこの状況を して、 “suitcase university”
だなどと皮肉っていま したが、 街に住みたがる昨
今の若者の気質を反映した表現です。
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は日本同様蒸し暑く、 も う夏はうんざ り とい うの
が本音のよ うです。 今年はとい う と、 雨も少な く
気温もそれほど上がらず、 地元の人によれば 8月
上旬までは 9月のよ うな過ごしやすい夏だったよ
うです。 しかし 8月 20日を過ぎて本格的に蒸し暑









え感じ させますが、 小さい分気軽に、 お手軽に買
い物が出来ます。 （いわゆる大型量販店は、他にも
幾つかあ り ます。） しかし、 そこはアメ リ カ、 モー
ルまでのバス路線がないので車がなければど う に
もな り ません。 結局自分で行ったのは、 同行の引
率者の方と一緒に買い物に出かけたとき限りでし
た。 （大学からそのモールまでタクシーで 7 ドルく
らい。） 実はミズーリ に行く前に、 ミネソタにいる
友人宅を訪問したのですが、 そのついでに ミネソ
タ州、 ミネアポリ スにあるあの有名な 「モール・オ
ブ・ アメ リ カ」 （アメ リ カ最大のモールで屋内遊園
地などもある） に行ったので、 そのギャ ップに…
別に驚きませんでした。 広すぎてかえって疲れる
ので、 小さいのもそれな り のメ リ ッ ト かな、 とい
う気も し ま した。
町自体は落ち着いていて、 治安面でも非常に安
心できます。 土地家屋の値段も安く、 こ っそり聞
いたと こ ろでは、 大学に隣接した環境の良いと こ
ろで、 地下を含めて 3階建ての 10部屋以上ある家
屋と、 さ ら にその倍はある巨木の立つ庭を含めて
20万ドル （約2500万円） く らいではないかとの答
えでした。 （なんか書いて損した気分になってき
た…） そして、 遠く大学の北の丘陵地には、 ま さ
に大邸宅がニ ョキニ ョキと聳えています。 面白い
こ とに、 アメ リ カのほとんどの町は大体北部が高
級住宅街で、 南に低所得者層の地域があ り、 治安




メ リ カ人の頭の中に出来上がっているのかも しれ
ません。 も うひとつの傾向は、 高いと こ ろ とビー
チが好きなこ と。 お金持ちは山の中腹とか丘の
上、 またはビーチに好んで住みます。 平民は平地
なんです。 まあ、 わからないではあ り ませんが。
幸いセミナーも無事終わ り、 今年は例年よ り一
週間早く、 9月上旬に帰国し ま した。 そして一週
間後にあの同時多発テロが発生しま した。 これが
今後海外セミナーにどのよ うな影を落とすかわか
り ませんが、 これから も安全なセ ミ ナーが行わ
れ、 ますます多く の学生諸君が海外生活と文化に
親しめる こ とを心から祈り ます。
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ミネソタ州ミネアポリ スにある
アメ リ カ最大のモール、 Mall of America.
屋内遊園地もある
